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論文審査の要旨

ミスマッチ修復（MMR ）遺伝子（MLHl, MSH2, MSH6, PMS2 ）の生殖細胞系列変異によ

って発症する常染色体優性遺伝性疾患として遺伝性非ポリポーシス性大腸癌（リンチ症

侯群）が知られている。女性のリンチ症候群において子宮体癌は大腸癌に先行して生じる

ことがあり、子宮体癌はセンチネル癌として注目されている。今回、 MMR 遺伝子発現

欠損を伴う子宮体癌の特異的MRI 所見と臨床像について検討した。

当院で病理組織学的に子宮体癌と診断され、画像データが不十分で、あった8例を除く

110 例を対象に後方視的に検討した。

MMR 遺伝子発現の有無により、発現なし（A群）：17例、発現あり（B群）：93例の2群に

分けて、臨床背景（年齢・病理組織学的悪性度など）、 MRI 所見（最大長径・形態（隆起型・

扇平隆起型・平坦型）・発生部位（子宮上部・下部）・進展様式（圧排進展、置換進展、その

他）・ ADC 値など）を2人の放射線科医で検討した。

両群の臨床背景にいずれも有意差は見られなかった。MRI 所見では、A群（MMR 遺伝

子発現無し）において、子宮体部下部に子宮体癌が発生することが多く、有意差が見られ

た（ p=0.0366 ）。しかし他の MRI 所見に有意差はなかった（最大長径(p=0.9699 ）、 ADC 値

(p=0 .1484 ），形態（隆起型 vs 属平隆起型： p=0.7588 ）、進展様式（圧排進展 vs 置換進展 ：p

>0.9999 ））。

本研究でミスマッチ修復遺伝子発現欠損を伴う子宮体癌は子宮体下部に発生する傾

向が示唆された。ミスマッチ修復遺伝子発現を欠損している子宮体癌の可能性をMRI で

指摘することにより、リンチ症候群のスクリーニングおよび早期診断に繋がると考えら

れる。

公聴会においては、 MSI 検査が本研究で用いられなかった理由について問われ、MSI

検査は免疫染色／抗体検査に比べて感度が低く評価不十分になると報告されているなど

のやり取りがあり、また、本研究成果の今後の展望についての問いにも、臨床応用の可

能性について具体的に示された。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに画像診断 ・低侵襲治療学の進

歩に寄与するところが大きいと認める。
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